
大統領選挙後の
米国の経済状況と我が国の住宅市場の展望

先の大統領選でトランプ候補が当選した
ことに伴い、米国の長期金利が上昇し、
日本の株価も大幅下落の後、上昇傾向を
見せるなど、経済が今後どのような動き
を見せるのかに関心が高まっています。
このような状況に鑑み、現在の米国の経
済状況及び住宅市場の動向を俯瞰すると
ともに、それが日本に与える影響や、今
後の住宅市場の動向等について、直近の
データを用いつつ展望します。

１.日時
平成28年１２月２２日（木）
開場：13:00～
講演：13:30～15:45

２．会場
住宅金融支援機構 本店１階
すまい・るホール（下図参照）

３．プログラム
①米国の経済状況及び住宅市場動向
について
講師 住宅金融支援機構

調査部長 小林 正宏
②住宅市場の将来展望について
講師 野村総合研究所

上級ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 榊原 涉 氏
③我が国の住宅市場及び住宅ローン金利の
見通しについて
講師 住宅金融支援機構

主席研究員 横谷 好
４．定員 １５０名
（定員になり次第締め切らせていただきます。）

５．参加申込み
下記メールアドレスあて、参加申込メール
を送信してください。
メールには ①お名前（複数名記載可）
②企業名③所属部署 を記載してください。
送付先：eigyo-shien1@jhf.go.jp

（今回、皆様から取得した個人情報は、今回のセミナーの参加
登録のみに使用します。）

★当日は、受付で名刺のご提出をお願い致します。

６．照会先
住宅金融支援機構 業務推進部

営業支援グループ
Tel 03-5800-8448

＝すまい・るホール所在地＝
■住宅金融支援機構■
東京都文京区後楽 １－４－１０
■アクセス■

JR「水道橋駅」西口下車徒歩３分
東西線・有楽町線「飯田橋駅」下車徒歩１０分
大江戸線「飯田橋駅」下車徒歩３分

小林 正宏
住宅金融支援機構 調査部長（併任）
経営企画部国際対応担当部長
研究分野：サブプライム問題・GSE問題、
欧州のカバードボンド市場、その他海外
の住宅金融市場・国際金融市場全般

横谷 好
住宅金融支援機構 調査部主席研究員

研究分野：国内のマクロ経済、住宅金融、
住宅着工、住宅取得行動等

榊原 渉
野村総合研究所（NRI） グローバルインフラ
コンサルティング部 上級コンサルタント
専門分野：建設・不動産・住宅関連業界の
事業戦略立案・実行支援

主催：住宅生産団体連合会、住宅リフォーム推進協議会、
住宅金融支援機構

後援： ＪＢＮ、新都市ハウジング協会、全国建設労働組合総連合、
全国住宅産業協会、全国宅地建物取引業協会連合会、全
国中小建築工事業団体連合会、全日本不動産協会、日本
住宅リフォーム産業協会、日本ツーバイフォー建築協会、
日本木造住宅産業協会、不動産協会、不動産流通経営協
会、プレハブ建築協会、ベターライフリフォーム協会、
マンションリフォーム推進協議会、リノベーション住宅
推進協議会、リビングアメニティ協会

住宅関係団体＆事業者様向けセミナー

水道橋駅飯田橋駅

住宅金融支援機構


